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祝・日本遺産認定！

鉱石の道
【隠れた逸品 Ippin】 ハタハタの西京漬け 山米鮮魚

【たじまるくんが行く】 里帰りでお得に運賃助成を利用しよう

【お届け！職レポ隊】 世紀を超えて古民家を生き返らせる 川嶋建設

【住活-JYUKATSU-】 朝来市にＩターンで移住定住促進のまちづくり

【裏路地探険】 但馬養蚕業・上垣守国ゆかりの地を歩く／養父市大屋町蔵垣
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Vol.02 中
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島 英樹さん
地域おこし協力隊

梁瀬地域自治協議会所属

N
akashim

a's Voice

Nakashima's Memories

朝来市山東町に位置する梁瀬地域で、農
業・農地の今後のあり方を考える場づくり
を行っています。また梁瀬が発祥である、乾
燥粉末のモロヘイヤを生地にねりこんだ「モ
ロヘイヤうどん」の販売も支援しています。

訪ねて来た知り合いに竹田城跡を案内する
と、テレビや写真で見た通りの絶景だと感
動してもらえました。それに但馬は山も海も
あり、食の多様性には驚かされますね。

朝来に来てから山菜を食べる機会が増え、
山の中にもいろいろな資源があると知りま
した。地域の方に教えてもらったイタドリの
辛子和えは特に美味しかったです。

粟
あわが
鹿山が近いので、冬の山頂に積もった雪

の白さや、春の芽吹きを間近で感じられる
のが気に入っています。

現在空き家の片付けや管理を中心に、朝
来市への移住定住促進の事業を担う「朝来
まちづくり機構」を立ち上げました。また地
域づくり実践塾「AsagoLabo」の支援など、
対話の場を作っていきたいです。

- J YU K ATSU -

但 馬 で 暮 ら す 移 住 者 の 方 に
地 域 で の 活 動 に つ いて お 話 を 聞 き ま し た 。

●田舎暮らしに関するお問合せ先 >>「たじま田舎暮らし情報センター」   TEL.0796-24-2247  http://www.tajima.or.jp/inaka/

01.現在の活動　02.住んでいるまちの良い所　03.たじま暮らしで印象に残っているエピソード　
04.お気に入りの場所　05.「今後このまちでこんなことしたい」など一言メッセージをどうぞ！栃木県から朝来市へ I ターン

Voice
01

Voice
02

Voice
03

Voice
04

Voice
05

Ａ：図書館の本を活用し、読書と対話から“気づき”
を掴み取るための読書会「あさよみの会」を実施。
B：目標の実現のための講座と対話の場を運営す
る事務局として、AsagoLaboに関わる。A B
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今
回
の
認
定
は

こ
ち
ら

但馬の未来をデザインする

T A J I M A  D E S I G N

鉱石の道−生野・神子畑・明延・中瀬−

特集

祝
・
日
本
遺
産
認
定
！
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道

身
近
に
出
会
え
る
産
業
遺
産
群

祝
・
日
本
遺
産
認
定

鉱
石
の
道
と
は

地域型
単一の市町村内でストーリーが完結

シリアル型
複数の市町村にまたがりストーリーが展開

　

今
年
４
月
28
日
、
養
父
市
、
朝
来
市
、

姫
路
市
、
福
崎
町
、
市
川
町
、
神
河
町
の

６
市
町
で
繋
ぐ
ス
ト
ー
リ
ー
『
播ば

ん
た
ん但

貫
く
、

銀
の
馬
車
道 

鉱
石
の
道 

～
資
源
大
国
日

本
の
記
憶
を
た
ど
る
73
㎞
の
轍

わ
だ
ち

～
』
が
日

本
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
兵
庫
県
内
で
は

篠
山
市
の「
丹
波
篠
山
デ
カ
ン
シ
ョ
節
」、

淡
路
市
・
洲
本
市
・
南
淡
路
市
の「
国
生

み
の
島
・
淡
路
」
に
次
ぐ
認
定
で
、
但
馬

で
は
初
の
快
挙
と
な
っ
た
。

　

日
本
遺
産
と
は
、
地
域
の
歴
史
的
な
魅

力
や
特
色
を
通
じ
て
文
化
・
伝
統
を
語
る

ス
ト
ー
リ
ー
を
文
化
庁
が
認
定
す
る
も
の

で
、
平
成
27
年
度
に
創
設
。
有
形
・
無
形

の
様
々
な
文
化
財
群
を
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
整
備
・
活
用
し
発
信
し
て
い
く
こ
と

で
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
で
増
加
が
予
想

さ
れ
る
外
国
人
旅
行
者
に
対
し
て
、
日
本

全
国
を
周
遊
し
地
域
の
活
性
化
に
結
び

付
け
る
考
え
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て
日
本
の
近
代

化
を
支
え
て
き
た
朝
来
市
の
生い

く
の野
鉱
山
、

神み
こ
ば
た

子
畑
鉱
山
、
養
父
市
の
明あ
け
の
べ延
鉱
山
、

中な
か
ぜ瀬
鉱
山
。
明
治
維
新
後
、
我
が
国
初
の

官
営
鉱
山
と
な
り
、
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

し
て
世
界
の
最
新
技
術
が
数
多
く
導
入
さ

れ
た
近
代
化
産
業
遺
産
だ
。
か
つ
て
そ
れ

ら
を
結
ぶ
鉱
石
輸
送
の
専
用
道
路
が
あ

り
、
姫
路
市
の
飾
磨
港
（
現
姫
路
港
）へ

と
続
く
「
銀
の
馬
車
道
」
に
繋
が
り
、
日

本
の
鉱
業
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

こ
の
エ
リ
ア
は
平
成
16
年
に
「
鉱
石
の

道
」
と
命
名
さ
れ
、
往
時
を
偲
ぶ
貴
重
な

鉱
山
遺
産
を
は
じ
め
、
鉱
山
町
の
景
観
・

歴
史
・
文
化
な
ど
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

　

今
回
認
定
さ
れ
た
ス
ト
ー
リ
ー
で
は
、こ

の
南
北
に
貫
く“
道
”に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

て
紹
介
し
て
い
る
。
日
本
屈
指
の
鉱
山
群

を
目
指
す
こ
の
道
は
、
明
治
の
面
影
を
残

す
宿
場
町
を
経
て
、
鉱
山
町
や
各
鉱
山
の

静せ
い
ひ
つ謐
と
し
た
坑
道
へ
た
ど
り
着
く
。

　

明
治
時
代
に
出
現
し
た
生
産
か
ら
輸

送
・
物
流
に
及
ぶ
、
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石

の
道
は
、“
海
と
山
を
結
ぶ
鉱
業
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
”
だ
っ
た
。

日本遺産認定は、単一の市町村内でストーリーを構成する「地域型」と、
複数の市町村にまたがってストーリーを展開する「シリアル型」に分けられる。
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必要

鉱石

いらない

　
「
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て
た
。

こ
れ
で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
気
持
ち

を
切
り
替
え
て
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
す

仕
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
」。
一
時
的
な
お

祭
り
ご
と
で
は
な
く
、
持
続
し
て
発
展
で

き
る
よ
う
な
仕
組
み
作
り
が
今
後
の
課
題

だ
と
和
田
さ
ん
は
話
す
。

　
「
他
に
も
全
国
的
に
有
名
な
文
化
遺
産

が
申
請
す
る
中
で
、
日
本
遺
産
に
選
ば
れ

た
こ
と
は
本
当
に
す
ご
い
こ
と
で
す
。
今

回
の
認
定
を
き
っ
か
け
に
、
関
西
を
代
表

す
る
観
光
交
流
の
資
源
に
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
は
養
父
市
教
育
委
員
会
の
谷

本
進
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
銀
の
馬
車
道
や
鉱

石
の
道
に
関
わ
っ
て
き
た
人
々
の
、
長
年
に

わ
た
る
活
動
や
想
い
が
あ
っ
て
こ
そ
の
認
定

だ
と
喜
び
を
語
る
。

　

か
つ
て“
佐
渡
の
金
・
生
野
の
銀
”
と
い

わ
れ
、
江
戸
時
代
に
は
銀
の
生
産
量
日
本

一
を
誇
っ
た
生
野
鉱
山
。
さ
ら
に
昭
和
期

に
は
日
本
の
90
％
の
錫す

ず

を
採
掘
し
た
明
延

鉱
山
、
日
本
の
80
％
の
※
ア
ン
チ
モ
ン
を
採

掘
し
た
中
瀬
鉱
山
、
ま
た
戦
時
中
に
日
本

の
85
％
の
ニッ
ケ
ル
を
産
出
し
た
大
屋
鉱
山

な
ど
、
様
々
な
種
類
の
鉱
物
が
日
本
一
の

規
模
で
採
鉱
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に

優
れ
た
鉱
山
群
が
連
続
す
る
但
馬
は
、
ま

さ
に“
鉱
山
王
国
”
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

一
か
ら
の
再
挑
戦

日
本
を
代
表
す
る
鉱
山
王
国

　

播
磨
と
但
馬
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
で

も
あ
る
朝
来
市
で
は
、
10
年
以
上
も
前
か

ら
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
エ
リ
ア
に
残

る
文
化
財
を
活
か
し
た
観
光
振
興
へ
の
取

り
組
み
を
続
け
て
き
た
。
全
国
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
、
朝
来
市
を
中
心
と
し

た
６
市
町
で
日
本
遺
産
認
定
を
目
指
し
た

が
、
昨
年
は
惜
し
く
も
逃
し
て
し
ま
っ
た
。

　
「
ス
ト
ー
リ
ー
を
以
前
よ
り
も
旅
物
語

仕
立
て
に
再
構
成
し
て
、
で
き
る
こ
と
は

全
部
し
よ
う
と
い
う
新
た
な
気
持
ち
で
再

挑
戦
へ
と
動
き
出
し
ま
し
た
」
と
は
、
朝
来

市
総
合
政
策
課
の
和
田
幸
司
さ
ん
。
昨
年

の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
文
化
財
の
紹
介
を

羅
列
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
旅
行
者
を
意

識
し
た
申
請
書
作
り
に
奮
起
。
現
地
ま
で

見
映
え
の
良
い
景
色
を
探
し
に
行
っ
て
写

真
を
撮
る
な
ど
見
せ
方
に
も
こ
だ
わ
っ
た
。

　

今
年
２
月
５
日
に
は
生
野
マ
イ
ン
ホ
ー
ル

で
「
め
ざ
せ
、
日
本
遺
産
！
銀
の
馬
車
道 

鉱
石
の
道
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
。
当
日
は

約
５
２
０
人
が
訪
れ
、
各
市
町
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
再
確
認
し
、
認
定
に
向
け
て
の

共
通
認
識
を
図
る
決
起
集
会
と
な
っ
た
。

　

行
政
だ
け
で
な
く
他
業
種
か
ら
の
意
見

も
取
り
入
れ
て
、
月
に
１
度
話
し
合
う
場

を
設
け
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
関
係

各
所
と
の
結
束
を
強
め
て
い
っ
た
。
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
意
識
し
、
広
域
連
携
を
強
化
し
て

臨
ん
だ
結
果
が
今
回
の
認
定
に
繋
が
っ
た
。

史
跡
生
野
銀
山
で
行
わ
れ
た

記
念
式
典
の
様
子
。

採鉱した鉱石は、比重の違
いや浮力を利用して不要
な鉱物を分離させて選別。
錫・銅・亜鉛などの種類に
分けられる。

※アンチモン…硬くて脆い銀白色の元素。現在は触媒や顔料、減摩材、ガラス清澄剤（せいちょうざい）などの材料に用いられる。

史跡生野銀山の探検坑内

鉱石の道ルートマップ
（昭和45年頃）

選鉱
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日
本
初
の
最
新
技
術
が
数
多
く
導
入
さ

れ
た
生
野
鉱
山
。
機
械
式
製
錬
技
術
や

火
薬
に
よ
る
本
格
的
な
発
破
法
の
他
、
鉱

業
用
送
水
路
や
ダ
ム
の
建
設
、
日
本
最
初

の
鉱
山
学
校
の
設
立
な
ど
、
近
代
化
日
本

の
鉱
山
開
発
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
。

　
「
史
跡
生
野
銀
山
」
で
は
、
一
部
を
観

光
坑
道
と
し
て
公
開
。
江
戸
時
代
の
手
掘

り
跡
か
ら
近
代
の
坑
道
を
同
時
に
見
る
こ

と
が
で
き
、
歴
史
的
な
知
識
や
体
験
、
鉱

員
の
服
装
や
機
械
の
変
革
な
ど
、
時
代
背

景
に
沿
っ
た
紹
介
を
し
て
い
る
。

　

明あ
け
の
べ延
鉱
山
の
探
検
坑
道
で
は
、
あ
り
の

ま
ま
の
姿
を
見
て
欲
し
い
と
い
う
想
い
か

ら
、
む
き
出
し
の
岩
肌
や
地
面
、
削
岩
機

な
ど
、
昭
和
62
年
に
閉
山
し
た
当
時
の
ま

ま
残
っ
て
い
る
。
今
で
も
鉱
石
を
掘
る
音
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
な
雰
囲
気
だ
。

　
「
近
接
し
た
地
域
に
観
光
型
と
追
体
験

型
、
２
つ
の
坑
道
が
あ
る
の
は
魅
力
的
。
臨

場
感
や
心
細
さ
、
昔
の
人
た
ち
は
こ
う
い
う

場
所
で
仕
事
を
し
て
い
た
ん
だ
と
い
う
事

実
、
石
こ
ろ
１
つ
に
生
き
た
人
生
な
ど
が
肌

で
感
じ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
財
産
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
も
、で
き
る
だ
け
多
く
の
人
に
見

て
も
ら
い
た
い
」。

　

今
も
年
に
１
度
は
坑
道
を
訪
れ
て
い
る

谷
本
さ
ん
。
行
く
た
び
に
感
じ
る
こ
と
も

違
っ
て
く
る
の
で
、
何
度
行
っ
て
も
新
し
い

発
見
に
出
会
え
る
と
話
す
。

　

明
治
42
年
に
明
延
鉱
山
で
錫す

ず

が
発
見
さ

れ
、
そ
の
鉱
石
を
選
鉱
し
て
い
た
神み

こ
ば
た

子
畑

鉱
山
は
、
か
つ
て
東
洋
一
と
い
わ
れ
た
選
鉱

施
設
。
山
の
斜
面
に
そ
び
え
る
「
神
子
畑

選
鉱
場
跡
」
や
巨
大
な
円
錐
形
の「
シ
ッ
ク

ナ
ー
」
な
ど
、
知
識
が
な
く
て
も
見
て
楽
し

め
る
壮
大
な
景
観
が
特
徴
的
だ
。

　

ま
た
、
選
鉱
場
跡
に
佇
む
通
称
「
ム
ー
セ

旧
居
」
は
、
元
々
生
野
に
あ
っ
た
官
舎
が
移

築
さ
れ
た
も
の
。
外
国
人
の
た
め
の
洋
式

建
築
と
し
て
は
神
戸
の
異
人
館
よ
り
も
古

い
と
さ
れ
、
県
内
で
は
最
古
級
。
神
子
畑

地
区
に
は
、
馬
車
道
や
電
車
軌
道
と
し
て

使
わ
れ
た
日
本
最
古
の
鋳

ち
ゅ
う
て
つ
き
ょ
う

鉄
橋
「
神
子
畑

鋳
鉄
橋
」
な
ど
、
明
治
時
代
の
歴
史
が
詰

ま
っ
た
見
所
が
点
在
し
て
い
る
。

２
つ
の
観
光
坑
道

東
洋
一
の
選
鉱
場

（左）ボランティアガイドによる
坑道案内も行なっている。

（中央）スーパー地下アイドル
「GINZAN BOYZ」。鉱員を模
した総勢 60 名のマネキン人
形を、アイドルに見立てPRし
ている。（右）トロッコ軌道跡。
現在は遊歩道として整備され
ている。谷本さんもお気に入
りの風景。

（左）シックナー。（中央）生野鉱山の開発に貢献したフランス人技師・ムーセの旧居。
（右）国の重要文化財にも指定されている「神子畑鋳鉄橋」は国道 429 号沿いにある。

銅などを製錬する時にできたカ
スを固めてできた「カラミ石」。
生野鉱山周辺の家の土台や塀
などに使用されている。

神子畑選鉱場跡。周辺は公園整備され、間近で見学できる。

生野

生野

神子畑

神子畑
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昭
和
４
年
に
は
明
延
鉱
山
と
神
子
畑

選
鉱
場
ま
で
の
約
６
キ
ロ
を
運
行
す
る

「
明め

い
し
ん神

電
車
」が
開
通
し
、
採
鉱
さ
れ
た
鉱

石
を
運
搬
し
て
い
た
。
昭
和
20
年
か
ら
は

鉱
山
従
業
員
の
通
勤
電
車
と
し
て
も
利
用

さ
れ
、
乗
車
料
金
に
ち
な
ん
で「
一
円
電

車
」の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
き
た
。

　

現
在
は
４
月
か
ら
11
月
ま
で
の
期
間
、

月
１
回
の
体
験
乗
車
会
を
実
施
し
て
お

り
、
70
メ
ー
ト
ル
の
手
作
り
線
路
上
を
乗

車
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
て
か
ら
運
行
回
数
を
増
や
し
て
、

昨
年
よ
り
３
倍
増
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。

　

ま
た
、
明
延
地
区
で
は
認
定
が
追
い
風

と
な
り
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。
実

際
に
走
行
し
て
い
た
軌
道
の
一
部
を
利
用

し
て
、
約
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
新
た
な
路
線

を
整
備
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。

　
「
一
円
電
車
は
鉄
道
の
専
門
会
社
が
作
っ

た
も
の
で
は
な
く
、
鉱
石
を
掘
る
技
術
を

使
っ
て
鉱
山
で
作
ら
れ
た
自
作
電
車
。
当

時
の
鉱
山
会
社
は
鉱
石
を
掘
る
だ
け
で
は

な
く
、
自
力
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
発
電

所
を
作
っ
て
、
魚
売
り
か
ら
電
車
作
り
ま
で

生
活
に
関
わ
る
全
て
の
事
を
行
な
っ
て
い
ま

し
た
。
素
人
か
ら
見
れ
ば
単
な
る
石
か
も

し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ
で
都
市
を
形
成
し
て

何
千
人
も
の
人
が
生
活
し
た
歴
史
が
こ
こ

に
は
あ
り
ま
す
」
と
、
谷
本
さ
ん
は
語
る
。

　

鉱
山
ま
ち
に
は
寺
院
が
多
く
、
ま
る
で

城
下
町
の
様
だ
。
そ
の
時
代
の
都
市
計
画

に
よ
っ
て
作
ら
れ
た“
企
業
城
下
町
”
と
し

て
、
建
物
の
配
置
や
景
色
を
見
て
ま
ち
歩

き
を
し
て
み
る
の
も
面
白
い
。

　

日
本
一
大
き
な
自
然
金
が
出
る
金
山
町

と
し
て
栄
え
た
中な

か
ぜ瀬

地
区
。
ま
ち
の
交
流

施
設
「
中
瀬
金
山
関
所
」
で
は
、
自
然
金

の
レ
プ
リ
カ
や
当
時
の
写
真
を
展
示
。
同

施
設
内
の
ト
ロッ
コ
広
場
に
は
、
鉱
山
稼
働

時
期
に
使
用
し
て
い
た
バッ
テ
リ
ー
機
関
車

や
「
ナ
ベ
ト
ロ
」（
現
存
す
る
も
の
は
県
内
で

こ
こ
だ
け
）
と
よ
ば
れ
る
鉱
山
用
の
側
倒

車
を
常
設
し
て
い
る
。

　
「
日
本
遺
産
を
き
っ
か
け
に
但
馬
の
人
が

鉱
山
に
も
っ
と
興
味
を
持
っ
て
、
お
気
に
入

り
の
ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
て
欲
し
い
。
ぜ
ひ
自

分
な
り
の
日
本
遺
産
を
自
慢
し
て
、
各
分

野
で
専
門
的
な
人
た
ち
が
増
え
る
と
良
い

で
す
ね
」
と
谷
本
さ
ん
は
笑
う
。

私
た
ち
の
鉱
山
ま
ち

　

６
月
29
日
に
は
６
市
町
を
中
心
と
し
た

日
本
遺
産
「
銀
の
馬
車
道
・
鉱
石
の
道
」

推
進
協
議
会
を
発
足
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を

し
っ
か
り
と
行
っ
た
上
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

雑
誌
、
ま
た
は
映
像
を
使
っ
た
情
報
発
信

の
他
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
、
産
業
遺
産
を
使
っ
た
ア
ー
ト
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
構
想
し
て
い
る
。

　
「
鉱
石
の
道
エ
リ
ア
に
は
現
存
し
て
い
る

箇
所
も
多
く
、
実
際
に
見
て
触
れ
る
事
が

で
き
る
の
は
強
み
で
す
。
地
域
で
も
っ
と
産

業
遺
産
を
知
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
。

地
元
の
人
た
ち
が
愛
着
を
持
っ
て
自
分
た

ち
の
言
葉
で
紹
介
で
き
る
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
た
い
」。
そ
う
話
す
の
は
兵

庫
県
但
馬
県
民
局
の
三
嶋
良よ

し
の
り宜

さ
ん
。
今

ま
で
は
規
模
や
予
算
の
関
係
で
市
町
単
独

で
は
難
し
か
っ
た
こ
と
も
、
地
域
主
体
で
認

定
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
、
う
ま
く
利
用
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
す
る
。

　

私
た
ち
の
ま
ち
に
残
る
日
本
遺
産
の
文

化
財
。
地
域
に
誇
り
を
感
じ
、
歴
史
と
と

も
に
未
来
へ
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。

未
来
へ
向
け
て

（
右
）神
子
畑
選
鉱
場
前
の
公
園
に
展
示

さ
れ
て
い
る
一
円
電
車
。
元
々
は
こ
の

場
所
で
製
造
さ
れ
た
。

交流拠点施設 中瀬金山関所
「トロッコ広場」

明延鉱山探検坑道（旧世谷通洞坑）

一円電車「くろがね」号
明延

中瀬

神子畑
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山
陰
地
方
の
名
物
・
ハ
タ
ハ
タ
。「
山や

ま
よ
ね米

鮮
魚
」の『
ハ
タ
ハ
タ
の
西
京
漬
け
』は
、「
地

場
の
魚
を
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」

と
３
代
目
・
山
本
静
夫
さ
ん
の
こ
だ
わ
り

が
詰
ま
っ
た
逸
品
だ
。
兵
庫
県
内
の
優
れ

た
特
産
品
に
与
え
ら
れ
る
「
五
つ
星
ひ
ょ

う
ご
」
に
も
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
“
体
に
優
し
く
て
安
心
安
全
な
商
品
づ

く
り
”
が
山
米
の
モ
ッ
ト
ー
。
素
材
の
旨
み

を
最
大
限
に
引
き
出
す
た
め
、
添
加
物
は

一
切
使
わ
ず
調
味
料
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
。

　

味
噌
は
西
京
漬
け
の
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
作
っ
た
も
の
を
使
用
。
味
噌
づ
く
り
に

必
要
な
塩
や
大
豆
も
社
長
自
ら
が
指
定

し
て
、
地
元
の
味
噌
屋
に
頼
ん
で
作
っ
て
も

■（有）山
やまよね

米鮮魚
［所］美方郡新温泉町三谷 224-1  ［時］9 〜18 時  ［休］不定休  
［問］0796-82-5028 http://www.yamayone.com/  
＊目利き一筋、仲買人である社長自らが厳選した魚介類の他、加工
品・土産物などを販売。日本海で獲れる松葉ガニやホタルイカをは
じめ、「ほたるいかの沖漬け」などの自家製商品は通販でも購入可。
＊ハタハタの西京漬けは道の駅「山陰海岸ジオパーク浜坂の郷」で
も購入できるよ！

但馬の隠れた逸品  Ippin
vol.25  ハタハタの西京漬け（新温泉町）

ハタハタは食べ応えのあるサイズで身も皮もおいしく、
骨も柔らかいのでペロリと食べられてしまう！

ら
っ
て
い
る
。
お
酒
は
全
国
の
様
々
な
料
理

酒
を
試
し
た
中
か
ら
、
ア
ミ
ノ
酸
の
含
有

量
が
多
い
高
級
純
米
酒
「
蔵
の
素
」
を
セ

レ
ク
ト
。
こ
ち
ら
を
使
用
す
る
こ
と
で
、コ

ク
の
出
方
が
他
と
は
全
然
違
う
と
い
う
。

　

ハ
タ
ハ
タ
は
脂
が
の
っ
た
旬
の
時
期
に
獲

れ
た
も
の
で
、
刺
身
で
も
十
分
美
味
し
い

新
鮮
な
も
の
を
西
京
漬
け
に
し
て
い
る
。

頭
を
落
と
し
て
し
っ
か
り
雑
菌
処
理
し
た

後
、
余
分
な
水
分
を
取
り
除
い
て
、
味
の

ム
ラ
を
防
ぐ
た
め
１
匹
ず
つ
丁
寧
に
手
作

業
で
特
製
の
味
噌
に
漬
け
て
仕
上
げ
る
。

５
日
ほ
ど
漬
け
込
ん
で
か
ら
、
そ
の
日
の
う

ち
に
急
速
冷
凍
し
て
い
る
の
で
、い
つ
で
も

お
い
し
い
状
態
が
家
庭
で
味
わ
え
る
。

脂がのった地場のハタハタ
素材の旨みを最大限に引き出す
無添加にこだわった西京漬け

　

焦
が
さ
な
い
よ
う
に
と
ろ
火
で
じ
っ
く
り

焼
き
上
げ
る
の
が
コ
ツ
。
焼
い
て
い
る
と
、

な
ん
と
も
香
ば
し
い
香
り
が
食
欲
を
刺
激

す
る
。
身
も
プ
リ
ッ
と
し
て
い
て
、
脂
が
の
っ

た
ハ
タ
ハ
タ
の
甘
み
が
口
の
中
い
っ
ぱ
い
に
広

が
る
味
わ
い
は
絶
品
。
ご
飯
の
お
か
ず
は

も
ち
ろ
ん
日
本
酒
の
肴
に
も
ぴ
っ
た
り
だ
。

　
「
若
い
人
た
ち
に
も
も
っ
と
魚
を
食
べ
て

も
ら
い
た
い
」。
た
だ
焼
く
だ
け
で
本
格
的

な
味
が
家
庭
で
も
味
わ
え
る
の
で
、
料
理

が
苦
手
と
い
う
人
に
も
オ
ス
ス
メ
だ
。
目
利

き
の
プ
ロ
が
厳
選
す
る
地
元
の
魚
と
無
添

加
に
こ
だ
わ
っ
た
自
慢
の
一
品
。
こ
の
最・

・強

の
組
み
合
わ
せ
を
ぜ
ひ
ご
堪
能
あ
れ
。

栄養素が豊富で低カロリー
とされるハタハタ。干し魚の
イメージが強いが、西京漬け
にも相性抜群！
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但
馬
一
宮
と
し
て
も
知
ら
れ
る
出
石
神

社
や
国
道
4
8
2
号
の
蘇そ

ぶ武
ト
ン
ネ
ル
な

ど
、
但
馬
に
欠
か
せ
な
い
建
造
物
の
施
工

に
携
わ
っ
て
い
る
川
嶋
建
設
。
明
治
22
年

創
業
の
同
社
は
、
優
良
な
古
民
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
蘇
ら
せ
る
「
古
民
家
蘇
生
」

も
得
意
と
し
て
い
る
。

　

初
め
て
古
民
家
蘇
生
を
手
が
け
た
の
は

平
成
８
年
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
半
倒

壊
し
た
明
石
市
の
卜う
ら
べ部

邸
だ
っ
た
。
社
内

で
研
究
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
、
取
り
壊
し
寸
前
だ
っ
た
古
民
家

に
対
し
、「
再
生
」
で
は
な
く
人
が
住
め
る

家
と
し
て「
蘇
生
」
を
行
っ
た
。
窓
枠
の
色

ま
で
細
部
に
こ
だ
わ
っ
た
出
石
の
永
楽
館

の
復
原
や
、
T
V
番
組
で
放
送
さ
れ
た
篠

山
市
の
古
民
家
蘇
生
も
含
め
、
現
在
で
は

約
50
棟
を
手
が
け
て
い
る
。

　
「
1
0
0
年
以
上
前
に
建
て
ら
れ
た
民

家
の
柱
や
梁
な
ど
は
立
派
な
も
の
が
多

く
、
用
途
を
問
わ
ず
様
々
な
部
位
に
再

利
用
で
き
ま
す
」
と
は
、
同
社
建
築
工
事

部
工
事
課
の
森
垣
さ
ん
。
降
雪
量
の
多
い

但
馬
の
民
家
は
骨
組
み
が
強
く
、
良
質
な

木
材
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

今
年
４
月
に
開
所
し
た
豊
岡
市
日
高

町
に
あ
る
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
所
「
リ
ガ
レ
ッ
セ
」
も
、
価
値
あ

る
空
き
家
を
再
利
用
し
た
一
例
だ
。〝
古

民
家
を
利
用
し
た
介
護
事
業
所
〟
と
い
う

全
国
で
も
珍
し
い
試
み
だ
っ
た
が
、
床
下
の

湿
気
に
対
し
て
防
湿
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
使
用

や
換
気
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、

海
外
で
も
活
躍
す
る
建
築
家
の
有
馬
裕

之
氏
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
作
り
上
げ
た
。

　
「
外
部
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
古
民
家
利
用
に
つ
い
て
新
た
な
発
想

を
得
ま
し
た
」
と
森
垣
さ
ん
。
家
自
体
が

持
つ
パ
ワ
ー
に
魅
了
さ
れ
た
施
設
利
用
者

か
ら
も
、
こ
の
場
所
を
気
に
入
っ
た
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
古
い
家
屋
は
そ
れ
だ
け

の
力
を
持
っ
て
い
る
と
、
古
民
家
蘇
生
に

携
わ
っ
た
人
々
は
口
を
揃
え
る
。

　

年
季
の
入
っ
た
建
材
の
個
性
を
活
か
す

古
民
家
蘇
生
は
、
決
し
て
簡
単
で
は
な
い
。

そ
れ
で
も
原
風
景
を
彩
る
日
本
家
屋
は
、

貴
重
な
資
源
だ
と
同
社
は
考
え
る
。
但
馬

を
生
き
返
ら
せ
る
匠
の
技
は
、
次
の

1
0
0
年
後
を
見
据
え
て
い
る
。

世紀を超えて
古民家を生き返らせる

株式会社 川嶋建設

［所］兵庫県豊岡市寿町 11-35  TEL .0796-22-4321

◎創業 128 年になる総合建設業社。公立豊岡病院やコウノト

リ但馬空港など生活に欠かせない建築物を多数手がける一

方、出石神社や永楽館など歴史的建造物の補修・復原も行う。

出石永楽館の復原工事。大工を
直接雇用しているため、密なチー
ムワークが可能。

「今後も多くの人に、古民家を通して人として安らげる空間を提供していきたい」と
リガレッセの施工を監督した川嶋建設の森垣好彦さん。

リガレッセのスロープ屋根。現代技
術を駆使したシャープな鉄骨と、魅
力ある木質屋根が融合している。

〜但馬が誇る企業の現場に密着〜

vol.02

DATA
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蔵
垣

裏
路地

険
探

■
但
馬
養よ

う
さ
ん蚕

業
の
先
駆
者
・
上
垣
守
国
ゆ
か
り
の
地
を
歩
く
／
養
父
市
大
屋
町
蔵
垣

但
馬
養
蚕
業
の
礎
を
築
い
た
上
垣
守
国
の
軌
跡

蚕
と
共
に
生
き
た
集
落
に
息
づ
く
歴
史
と
文
化

中
３
階
建
て
養
蚕
農
家
が
残
る
町
並
み
を
歩
く

　

古
く
か
ら
養よ
う
さ
ん蚕
が
盛
ん
だ
っ
た
養
父

市
。
明
治
の
近
代
化
に
よ
り
機
械
製

糸
業
が
隆
盛
を
極
め
る
と
、
優
良
な
繭

の
生
産
地
で
あ
っ
た
養
父
市
に
は
グ
ン
ゼ

株
式
会
社
の
大
規
模
な
製
糸
工
場
が

建
て
ら
れ
、
西
日
本
の
養
蚕
の
中
心
地

域
と
な
っ
た
。
大
正
・
昭
和
の
経
済
恐

慌
の
時
に
は
、
養
蚕
製
糸
業
は
農
家
を

助
け
た
大
切
な
副
業
で
あ
り
、
日
本
の

重
要
な
輸
出
産
業
で
あ
っ
た
。

　

養
父
市
や
北
近
畿
に
発
展
を
も
た

ら
し
た
養
蚕
製
糸
業
。
そ
の
礎
を
築
い

た
の
が
、
但
馬
養
蚕
業
の
先
駆
者
で
あ

る
上う

え
が
き垣
守も
り
く
に国
だ
。
守
国
は
江
戸
中
期
の

養
父
市
大
屋
町
蔵く

ら
が
き垣
に
生
ま
れ
、
貧
し

い
農
家
の
暮
ら
し
を
豊
か
に
し
た
い
と
、

18
歳
の
時
、
先
進
地
で
あ
っ
た
陸む

つ
の
く
に

奥
国

伊
達
郡
福
島
に
渡
っ
た
。
蚕
飼
い
の
高

い
技
術
や
新
し
い
蚕さ

ん
し
ゅ種（
蚕
の
卵
）
を

但
馬
・
丹
後
に
広
め
、
質
の
よ
い
繭
づ

く
り
の
普
及
に
生
涯
を
尽
く
し
た
。

　

中
で
も
、
享
和
３
年
（
１
８
０
３
）に

著
し
た『
養よ

う
ざ
ん
ひ
ろ
く

蚕
秘
録
』
は
養
蚕
の
技
術

書
と
し
て
愛
読
さ
れ
、シ
ー
ボ
ル
ト
も
オ

ラ
ン
ダ
へ
持
ち
帰
っ
た
技
術
書
。
そ
の

後
、フ
ラ
ン
ス
語
訳
さ
れ
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

技
術
改
良
に
も
貢
献
し
、
日
本
の
技
術

輸
出
第
１
号
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
さ
に
蔵
垣
地
区
は
養
蚕
業
の
聖

地
と
も
呼
べ
る
場
所
。
集
落
の
中
央
に

位
置
す
る
蔵
垣
か
い
こ
の
里
公
園
に

は
、
守
国
の
記
念
館
を
は
じ
め
、か
い
こ

の
里
交
流
施
設
、か
い
こ
飼
育
所
な
ど
、

守
国
や
養
蚕
に
ま
つ
わ
る
場
所
が
点
在

し
て
い
る
。

　
「
守
国
さ
ん
は
世
界
遺
産
と
な
っ
た

群
馬
県
の
富
岡
製
糸
場
の
地
域
で
も

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
守
国
の
技
術

が
普
及
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
製
糸
技
術
が

富
岡
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

視
察
に
行
っ
た
際
は
私
た
ち
に
お
礼
を

言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
尊
敬
さ
れ
て
い
る
ん

上垣守国養蚕記念館は、平成 7年に守国の偉業を記念して
開館した木造瓦葺、３階建の養蚕農家住宅。養父市で多く
作られている養蚕農家住宅を間近で体感できる。守国の貴
重な資料や養蚕で使っていた道具など、かつての養蚕の暮
らしや文化を知ることができる。

都市との交流拠点である「かいこの里 交流施
設」では、桑の葉茶や桑の実ジャムなどの特産
品や、桑の葉うどんを味わうことができる。
※土日のみ営業（10 〜16 時）

至
市
街
地
・
県
道
６
号

宝幢寺 境内の天滝展望台には
双眼鏡があり、天滝の
頂を望むことができる

上垣守国の紀蹟碑
（守国没後百年を記念して
明治42年に建立。当時
の兵庫県知事・服部一三
が題字、内務省高官で出
石出身の桜井勉が撰文）

集落を見渡す高台にあ
り、見守るように建つ
上垣守国の墓所

金比羅様

蚕室となった３階では、蚕の
ベッドとなる「まぶし」と呼ば
れる器具に、蚕が繭を作った。

氏神である上森神社からは、集落を一望できる。か
つては川向に天神様、下に絹巻神社、上に金比羅様
と、村の四隅に神様が祀られていた。現在は金比羅
様を残して、三社が上森神社に合祀されている。
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で
す
よ
」
と
は
、
か
い
こ
の
里
の
会
の
代

表
を
務
め
る
松
原
一
朗
さ
ん
。

　

地
元
で
は
毎
年
６
月
初
旬
、「
か
い
こ

ウ
ィ
ー
ク
」
と
題
し
て
、
本
物
の
蚕
を
飼

育
し
て
、
成
長
過
程
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
期
間
中
は
、

真
綿
作
り
や
糸
ひ
き
な
ど
の
体
験
も
で

き
、
養
蚕
業
の
文
化
や
伝
統
を
伝
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

昭
和
40
年
代
頃
ま
で
行
わ
れ
て
い
た

養
蚕
。
最
盛
期
に
は
年
４
〜
５
回
の
養

蚕
が
行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
集
落
を

歩
く
と
、「
抜ば

っ
き気
」
と
言
わ
れ
る
換
気

口
の
越こ

し
や
ね

屋
根
を
備
え
た
中
３
階
建
て
の

養
蚕
住
宅
が
今
も
残
っ
て
い
る
。

　
「
蚕
は 

お
か
い
こ
さ
ん 

と
呼
ば
れ
、

家
族
同
様
に
暮
ら
し
ま
し
た
。
１
頭
、２

頭
と
数
え
ら
れ
、
農
宝
で
あ
っ
た
牛
と
同

じ
扱
い
で
し
た
」と
、松
原
さ
ん
は
話
す
。

　

温
度
管
理
が
重
要
で
あ
る
蚕
の
飼
育

に
合
わ
せ
て
、
２
階
・
３
階
は
外
気
か

ら
蚕
を
守
る
た
め
、
柱
や
梁
の
隙
間
を

埋
め
る
大
壁
で
作
ら
れ
て
い
る
。
人
と

蚕
が
一
体
と
な
っ
て
共
生
し
た
暮
ら
し
の

面
影
が
こ
こ
に
は
残
っ
て
い
る
。

　

上
垣
守
国
が
遺
し
た『
養
蚕
秘
録
』。

こ
の
本
に
は
技
術
だ
け
で
な
く
、
蚕
を

飼
う
心
持
ち
も
記
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
都
会
か
ら
の
移
住
者
も
多
い
蔵
垣

地
区
。
蚕
を
思
い
や
っ
た
文
化
が
今
も

し
っ
か
り
と
根
付
い
て
い
る
。

●「裏路地探険」参加募集
平成29年12月9日（土）
10:00〜12:00

「小田井縣神社周辺を歩く」 
豊岡市小田井町

＊実施日の7日前までに、18ページ
掲載の「Ｔ2」編集部まで、住所・
氏名・年齢・電話番号・「裏路
地参加希望」とお書きの上、ハガ
キで申し込みください。申込締
切後、参加ご希望の方へ郵送に
て案内を送付します。

＂

＂

上森神社
（神社からは集落
を一望できる）

がんどう塚
（豊臣秀吉の命によ
り、この地を治めて
いた戦国武将・藤堂
高虎が、一揆の大将
の首を埋めた首塚と
言われている）

但馬牛の繁殖肥育やアイ
ガモ農法による無農薬米
の生産を行っている
わはは牧場

新たな特産品として
栽培されている桑園

巨大蚕をオブジェにした
ユニークな案内看板

宝幢寺

県道48号

至若杉高原・
天滝・宍粟市

大屋川

この方角に
天滝が見える

蔵垣会館

かいこの里交流施設

上垣守国
養蚕記念館かいこ飼育所

六地蔵

蔵垣
一号古墳

通りから
天滝が望める
スポット

桑畑

蚕によって支えられた歴史や文化を語り
継ぐため、「かいこの里の会」の手によっ
て一から育てられた桑園。蚕の飼育や特
産品として、地域の活性化を担っている。

用水路を活用した「鯉
の囲い飼い」。副産物
である蚕のサナギは
鯉の餌となったため、
養父市の養蚕住宅で
は多く見られる。

かつてはこの辺りの里山一帯
に桑畑が広がっていた

７世紀中頃に作られた蔵垣一
号古墳の横穴式石室。他にも
遺跡が発掘され、古くから人
が住んでいたことが分かる。

独 特 の風 景を 彩る越
屋根の養蚕住宅。

交流施設では、
蚕の繭玉で作った繭人形や
藤の花が飾られている。
3月には繭の雛人形展を開催。



VOL.6 里帰りでお得に運賃助成を利用しよう

但馬空港
関連情報を

お届け！

くん

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
と
大
阪
・
伊

丹
空
港
を
１
日
２
往
復
で
結
ぶ
飛
行
機

は
、
と
て
も
早
く
て
快
適
で
す
。
そ
の
飛

行
機
を
利
用
す
る
際
、
但
馬
エ
リ
ア
の

出
身
者
と
そ
の
家
族
も
「
運
賃
助
成
」

が
全
市
町
で
受
け
ら
れ
る
の
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。

　

家
族
の
い
る
但
馬
エ
リ
ア
へ
の
帰
省
や

親
族
訪
問
、
介
護
、
墓
参
り
と
い
っ
た

“
里
帰
り
”で
も
、
飛
行
機
は
お
得
で
便

利
。
運
賃
助
成
を
受
け
る
に
は
事
前
申

請
と
事
後
申
請
、
２
つ
の
方
法
が
あ
り
、

鉄
道
料
金
並
み
で
利
用
で
き
ま
す
。

年
末
年
始
や
お
盆
の
帰
省
、

親
族
訪
問
な
ど
で
利
用
可

文：シカマアキ Aki Shikama

コウノトリ但馬空港
宣伝部長 

たじまる

但 馬

東 京

乗継

乗継

乗継

乗継

東 京

但 馬

大阪（伊丹）

大阪（伊丹）

10:5010:10 JAC2322

  8:35  7:30 JAL103

12:4011:30 JAL114

  9:45  9:05 JAC2321

18:4518:05 JAC2324

16:3515:30 JAL125

20:4019:30 JAL134

17:4017:00 JAC2323

コウノトリ但馬空港から

東京（羽田空港）まで

最短 2時間10分！
（大阪・伊丹空港で乗継）

インターネットで

いつでもどこでも

航空券を購入

事後申請

JAL公式ホームページなどで飛行機の

チケットを予約・購入した後、印刷した

航空券「eチケット」を持参して空港へ。

飛行機に搭乗した後、運賃助成を各市

町の窓口もしくは郵送で搭乗後1ヶ月以

内に必要書類とともに申請します。後

日、助成金額が申請書に記入した銀行

等の口座に振り込まれます。

★飛行機のチケットは各種「先得」割引運賃など早めの予約で安くなります。

★搭乗券（ご搭乗案内）は必ず忘れずに持ち帰りましょう。（事後申請時に必要）

※12〜2月の但馬発午前便は1時間遅発

※豊岡市の一例

21

43

但馬エリアに在住・在勤の方はもちろん、但馬エリアの市町出身者

とその家族、ビジネスで訪問される方は、それぞれの市町から運賃

助成が受けられます。

※市町により助成額・助成対象が異なります。

運賃の一例：JAL特便割引（タイプC）で豊岡市の場合

運賃助成制度について

★コウノトリ但馬空港ホームページ「運賃助成」
http://www.tajima-airport.jp/subsidy.html

運賃額（片道）8,100円

助成金適用後の本人負担額（片道）4,100円

※ビジネス利用は豊岡市、養父市、朝来市のみ

★但馬在住だけでなく但馬出身者とその家族も利用OK
■但馬～大阪の移動が鉄道並みの運賃で利用できます ※1

■大阪（伊丹）まで40分、東京（羽田）まで約 2時間と最速 ※ 2

■東京から但馬は日帰りも可能です。
■事前申請と事後申請のどちらも利用可。使い方を選べます。
■羽田＝伊丹は大中型機・最新シート・機内 Wi-Fi（無料）
※1：JR 豊岡～大阪 4,750 円（特急自由席利用）
※ 2 ：鉄道だと大阪まで約 3 時間、東京まで約 5 時間

　 「里帰り」で飛行機を利用するメリット

12



●詳細はコウノトリ但馬空港ホームページをご覧ください！
コウノトリ但馬空港 検 索

但馬空港推進協議会
〒668-0033
豊岡市中央町２番４号 豊岡市役所４階 
TEL.0796-24-2247

ATR２号機が鹿児島へ到着！

　“里帰り”で運賃助成を受けるなら、事前申請が早くてさらに便利

但馬・丹後在住で、初めてコウノトリ但馬空港を利用した人
＆初めて利用した人と一緒に利用した人限定！
抽選で合計９９名様に豪華プレゼントが当たる！

飛行機に誘って！乗って！当てよう！

初利用キャンペーン！実施中

平成29年4月1日（土）～平成30年3月31日（土）対象期間

専用チラシの応募ハガキに必要事項をご記入の上、コウノトリ

但馬空港内JAL カウンターに設置の応募箱に投函、または

62円切手を貼って郵送してください。

■第２回抽選（搭乗日）

平成29年8月1日（火）〜11月30日（木）＜H29.12/11（月）消印有効＞

■第3回抽選（搭乗日）

平成29年12月1日（金）〜平成30年3月31日（土）＜H30.4/10（火）消印有効＞

応募期限

応募方法

但馬エリア内の

旅行代理店で

飛行機の

チケットを購入

事前申請

但馬エリア内にある指定の旅行代理店

では、その場で航空券の予約と同時に

助成申請ができ、助成後の金額で購入

することができます。里帰りする搭乗者

は、チケットを手配してくれた親元等か

ら「eチケットお客さま控」に記載された

「確認番号」を聞き、その番号を空港窓

口で伝えればチケットが発券されます。

★JAL公式ホームページで確認番号を登録するとダイレクト搭乗「Quic」も利用できます。

★指定の旅行代理店は、コウノトリ但馬空港ホームページ「運賃助成」ページに記載しています。

※豊岡市の一例

但馬への里帰りは
「コウノトリ但馬空港」を利用しよう！

日本エアコミューター（JAC）が導入をすすめている新鋭機「ATR42-600」の
２号機がフランス（トゥールーズ）から各国を経由して鹿児島へ到着しました。
１号機導入時は鹿児島から屋久島・沖永良部等での運航でしたが、
２号機導入後は種子島・喜界島等へと、更にＡＴＲ機の就航エリアが拡大されます。

21

43

ニュース

※eチケットお客さま控イメージ

確認番号を確認！

新しい飛行機は各国を
経由して鹿児島へ到着しました。

往復航空運賃+ホテル宿泊費（1泊または 2 泊 + 朝食）

コウノトリ但馬空港から行く！！東京2・3日間
ビジネスにも
観光にも便利！
但馬から羽田の
往復航空券と
ホテルがセットに！

（助成前料金29,800円〜64,800円） 
※助成金額は、居住地または勤務地の市町により異なります。

20,800円〜61,800円

◆大阪（伊丹）ー東京（羽田）間の乗り継ぎ便を自由に設定！

◆便利で快適な全103のホテルから自由に選択！

◆手ぶらで観光・ショッピングへ行ける

　手荷物配達オプションを利用可能！

◆出発日から最長8日間まで復路便の延長OK！

※aグループ／ 2日間コース。

※助成後の料金です。 
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伝
承
の
地
を
訪
ね
て

第21回

下中山（八幡神社の西）にある兎の
塚（現在は入口にバリケード設置）。
八井谷地区と川端（兎塚小学校近
く）と合わせて3つの塚が残ってい
る。※川端は私有地を通るため、見
学の際はご注意ください。

３
羽
の
古
兎
伝
説

兎う

づ

か塚
の
由
来 

［
香
美
町
村
岡
区
森
脇
］

　
豊
か
な
自
然
溢
れ
る
香
美
町
村
岡
区
。
南
端
に
あ
た
る

兎う

づ

か塚
地
域
に
は
地
名
に
ま
つ
わ
る
兎
う
さ
ぎ

伝
説
が
残
っ
て
い
る
。

　
そ
の
昔
、
村
の
大
池
に
大
き
な
蛇
が
棲
ん
で
お
り
、
通
る

人
を
襲
っ
た
り
馬
や
牛
を
飲
み
こ
ん
で
村
の
人
々
か
ら
恐
れ

ら
れ
て
い
た
。

　
こ
の
噂
を
聞
い
た
帝
み
か
ど

は
勅
命
を
出
し
、
弓
の
名
手
で
あ
る

日く
さ
か
べ
ま
さ
た
か

下
部
政
高
に
大
蛇
を
退
治
す
る
よ
う
命
ず
る
。
大
蛇
退
治

に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
３
羽
の
古
兎
が
現
れ
て
大
蛇
を
退
治

さ
せ
ま
い
と
政
高
の
行
く
手
を
阻
ん
で
き
た
。
邪
魔
を
す
る

古
兎
た
ち
は
弓
で
あ
っ
と
い
う
間
に
退
治
さ
れ
、
そ
の
勢
い

で
大
蛇
も
退
治
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
殺
さ
れ
た
兎
が
化
け
て
村
の
人
々
を
た
た
り
始

め
た
の
で
、
村
人
た
ち
は
相
談
し
て
兎
の
霊
を
鎮
め
る
た
め
、

塚
（
お
墓
）
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
下
中
山
、
川
端
、
八や

い

だ

に

井
谷

の
３
カ
所
に
お
墓
を
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
厚
く
霊
を
祀
っ
た
と

こ
ろ
、
た
た
り
は
な
く
な
っ
た
。

　
そ
こ
か
ら
こ
の
地
域
を
「
兎
塚
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

《
参
考
文
献
》
村
岡
の
民
話
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Hall Information
●催し物の料金など詳細は、各ホールへご確認ください。

第２６回
ジュピターホール歌謡祭
予選会
12月10日（日） 全席自由
開演12:00 入場無料 
決勝大会
１月２１日（日） 全席指定
開演13:30
入場１，０００円 
第4回朝来市合唱祭
2月25日(日)
開演13:30
高校生以上300円
ベビクラ！～ベビーカーで
行くクラシックコンサート～
3月25日（日） 全席自由
開演13:30
中学生以上500円
会場：あさご・ささゆり
ホール

（問）和田山
ジュピターホール

（朝来市和田山町玉置877-1）
TEL.079-672-1000

和田山ジュピターホール

吉本芸人お笑いライブ
12月3日（日）
14:00〜15:30
大人1,000円
中高校生500円
小学生以下無料

温泉公民館講座生作品展
3月16日（金）〜18日（日）
9:00〜17:30
場所：新温泉町民センター

（問）新温泉町温泉公民館
（新温泉町湯990-8）
TEL.0796-92-1870

夢ホール

養父市合唱祭
12月10日（日） 13:30〜

（問）養父市立八鹿公民館
（養父市八鹿八鹿1675）
TEL.079-662-6141

八鹿文化会館ホール
冬のベーゼンドルファー
演奏体験
12月1日（金）〜3日（日） 
10:00〜17:00

（問）おおやホール
（養父市大屋町山路7）
TEL.079-669-0120

おおやホール

第12回ビバホール
チェロコンクール
第１位受賞記念
藤原秀章チェロリサイタル
12月2日（土） 全席自由
開場18:30 開演19:00
一般500円
高校生以下無料

（問）養父市立養父公民館
（養父市広谷250）
TEL.079-664-1141

ビバホール

JCDN「若手振付家と
ダンサーのための
プログラム」公開稽古
12月9日（土）14:00
青木尚哉作品
12月10日（日）14:00
青木尚哉作品
12月27日（水）16:00
余越保子作品
松井周×村田沙耶香

「新作クリエーション」
地域交流プログラム
1月11日（木）19:30～
横浜ダンスコレクション
2018 Aokid×橋本匠

『we are son of sun!』
&浜田純平

『Sank you very 
much』試演会
1月20日（土）14:00
根本しゅん平『Living 
Room』試演会＆トーク
２月９日（金）19:30～
KIACワークショップ・シ
リーズ菅原直樹『老いと
演劇のワークショップ』
２月10日（土）
14:00〜（予定）

田村友一郎
『城崎擬似録（仮）』
地域交流プログラム 3月

（問）城崎国際アートセンター
（豊岡市城崎町湯島1062）
TEL.0796-32-3888

城崎国際アートセンター

豊岡市民会館
バレンタイン
ピアノコンサート
～コンサートホール
ピアノで“ありがとう”を
伝えよう～
2月11日（日・祝） 全席自由
午前の部
開場9：30 開演10：00
午後の部
開場13：00 開演13：30
清塚信也ピアノリサイタル
2月24日（土）
開場13：30 開演14：00
一般2,500円
高校生以下1,000円

（当日500円増）
上記いずれの公演も
※友の会11/25（土）〜
　一　般12/2（土）〜

（問）豊岡市民会館
（豊岡市立野町20-34）
TEL.0796-23-0255

豊岡市民プラザ
見てぇなダンス 201７
１２月１７日（日）
開演14：00
一般５００円

（当日２００円増）
高校生以下無料

（要整理券）
第25回プラザ寄席

『ふれ愛亭』
1月6日（土）開演14：00
一般５００円、高校生以下
３００円(当日２００円増)
大駱駝艦 田村一行
舞踏公演『ヒボコノコ』
１月２１日（日）開演15：00
一般1,000円(当日200
円増)、高校生以下無料

（要整理券）
チケット発売11月25日〜
優秀映画鑑賞推進事業
プラザシネマ・シネマ
2月10日（土）

『不知火検校』１０：３０～
『次郎長三国志』１３：３０～
2月11日（日・祝）

『網走番外地』１０：３０～
『人生劇場 飛車角と吉良常』
１３：３０～
1作品500円
2作品800円

（組み合わせ自由）

アジア児童青少年
舞台芸術フェスティバル
2018ＩＮ豊岡
２月１６日（金）～１８日（日）

劇団「演劇FACTORY」公演
『土の詩〜夢の果てに〜』
3月17日（土）開演１8：3０
3月18日（日）開演１4：００
場所：但東市民センター
一般800円（当日２００円
増）、高校生以下無料

（問）豊岡市民プラザ
（豊岡市大手町アイティ7F）
TEL.0796-24-3000

©️hi foo farm
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●イベントなどの情報は2017年9月現在のものです。
●但馬の主なイベントを掲載し、未確定の情報については掲載していません。
●開催日など諸事情により変更、中止される場合があります。 Event Calendar

田ノ口賽の神まつり
（大わらじ・大ぞうり奉納）
１月8日（月・祝） 8:00～正午
豊岡市日高町田ノ口

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800
別宮のお綱打ち
1月９日（火）8:00頃～
養父市別宮 八幡神社

（問）やぶ市観光協会
氷ノ山鉢伏支部
TEL.079-667-3113
宵田の十日恵比寿まつり
１月10日（水）
豊岡市日高町宵田
西宮神社

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800
二宮神社「十日えびす」
1月10日（水） 6:00～
朝来市和田山町和田山
二宮神社

（問）和田山町観光協会
TEL.079-672-4003
神鍋ジャイアント
スラローム大会
１月20日（土）
豊岡市日高町万場 
神鍋高原 万場スキー場

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

かんじき作りと
鳴滝ハイキング
1月21日（日）
新温泉町青下地区
大人1,500円
小中学生1,000円

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

近畿高校スキー選手権大会 
１月21日（日）〜23日（火）
豊岡市日高町山田、万場 
神鍋高原 奥神鍋スキー場、
万場スキー場

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

植村直己語録イラスト原画展
〜3月31日（土）
豊岡市日高町伊府 
植村直己冒険館

（問）植村直己冒険館
TEL.0796-44-1515
カバストマルシェ
毎月第4日曜日
10:00～16:00
豊岡市 宵田商店街

（カバンストリート）
（問）宵田商店街振興組合
TEL.0796-22-2089
 生野イルミネーション
ロード・2017
12月2日（土）〜1月4日（木）
17:30〜21:00
2日の点灯式のみ18:00〜
朝来市生野町口銀谷周辺

（問）朝来市生野支所
地域振興課
TEL.079-679-5802

  和田山駅前区
イルミネーション
12月中旬〜1月中旬
朝来市和田山町和田山
JR和田山駅横・公園（ツリー)

 
但馬大佛初詣
1月1日（月・祝）～3日（水）
香美町村岡区川会 長楽寺
※お正月三が日は拝観無料

（問）長楽寺（拝観受付）
TEL.0796-95-1270
安井の大草履
1月3日（水）
8:00～11:00頃
養父市安井 安井公会堂

（問）やぶ市観光協会
氷ノ山鉢伏支部
TEL.079-667-3113

氷ノ山国際
スノーフェスティバル
1月28日(日)
養父市 氷ノ山国際スキー場
(問)氷ノ山国際スキー場
TEL.079-667-7219
百手の儀式
1月28日（日）15:30頃～
香美町香住区余部（御崎地区）

（問）香美町香住観光協会
TEL.0796-36-1234

神鍋火山噴火口
スノーシューウォーク
１月〜2月
豊岡市日高町栗栖野 
道の駅「神鍋高原」

（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800
神鍋高原子どもスキー
体験教室
１月〜３月
豊岡市 神鍋高原スキー場

（アップかんなべ、奥神鍋、万場）
（問）日高神鍋観光協会
TEL.0796-45-0800

第18回兵庫県雪合戦大会
2月3日（土）・4日（日）
香美町小代区実山 
小代中学校グランド
※積雪の状況により変更あり
参加費有料：1チーム
一般、レディース15,000 円
高校生のみ10,000 円
中学生のみ7,000円
ジュニア（小学生のみ）
5,000円

（問）同実行委員会
TEL.0796-97-3966

ゆむら灯火の景
2月10日（土）
新温泉町 湯村温泉街

（問）同実行委員会
（新温泉町商工会温泉支所）
TEL.0796-92-1856

かまくらまつり
2月10日（土）
新温泉町石橋
上山高原ふるさと館

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

八木西宮ゑびす祭り
2月11日(日・祝)
養父市八鹿町八木
八木西宮ゑびす神社
(問)やぶ市観光案内所
TEL.079-663-1515

かんじきハイキング
～海上滝めぐり～
2月11日（日・祝）
新温泉町海上地区
大人1,000円
小中学生800円

（問）上山高原ふるさと館
TEL.0796-99-4600

第17回かすみ・かに感謝祭
2月25日（日）（予定）
8：30～12：00
香美町香住区沖浦 柴山港

（問）但馬漁協 柴山支所
TEL.0796-37-0301　

渓流釣り解禁
3月１日（木）0:00～
香美町内
※入川料：10,000円／年、
3,000円／日

（問）矢田川漁業協同組合
TEL.0796-80-1146
鉢伏雪まつり 3月3日(土)
10：00〜16：00
養父市 ハチ高原スキー場

（問）やぶ市観光協会
ハチ高原支部
TEL.079-667-8535
ハチ北スキーフェスティバル
花火大会 
3月3日（土）20:00〜
雪玉積み選手権
4日（日） 
10：00〜12：30
香美町村岡区大笹
ハチ北高原スキー場
※雪玉積み選手権参加料：
一般：1,000円／チーム、
ハチ北のお宿宿泊者は無料

（問）ハチ北観光協会
TEL.0796-96-0732
2018鉢伏アルペンGS大会
3月4日(日)
8：30受付開始（予定）
養父市 ハチ高原スキー場
一般・マスターズ3,000円
高校生以下2,000円

（予定）
(問)関宮地域局
TEL.079-667-2331
2018まるごと
モンゴル雛まつり
3月4日(日) 9：30〜17：00
豊岡市 但東町中山
日本・モンゴル民族博物館
(問)日本・モンゴル民族博物館
TEL.0796-56-1000
出石初午大祭
3月16日（金）〜18日（日）
豊岡市出石町内 
出石城跡周辺

（問）豊岡市商工会出石支部 
TEL.0796-52-2113

1月

2月

2月3月 12月

1月

Pick Up

かつて鉱山町として栄え
た生野町内の民家や商店
約150 軒に、昔の貴重な
おひな様やかわり雛・手づ
くり雛を飾る。鉱山町独特
の風情を残す懐かしい町
並みと合わせ、ゆっくりと
探訪が楽しめる。

津居山かにを始めとし
たカニづくしのイベン
ト。大 抽 選 会、かに雑
炊・新鮮な魚介類の販
売などが行われる。

（問）豊岡観光協会
TEL.0796-22-8111
または（問）豊岡港観光協会 TEL.0796-28-3244

関西屈指のスキー場「ハチ
高原」で行われる新春を
祝う恒例のイベント！轟音
とともに、次から次へと
暗闇に開く色とりどりの
花火が、白銀のゲレンデ
を鮮やかに彩る。

（問）やぶ市観光協会ハチ高原支部 
TEL.079-667-8535

朝来市生野町口銀谷
豊岡市小島 津居山港小島岸壁
8：30〜14:00

養父市 ハチ高原スキー場
19：30〜（予定）

銀谷のひな祭り 第27回とよおか
津居山港かにまつり

ハチ高原新春花火大会2月
25日
（日）

1月
2日
（火）

3月
1日〜4日
(木)（日）

（問）生野まちづくり工房 井筒屋
TEL.079-679-4448
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Spot Information ●各イベント、教室などには参加費・材料費が必要な場合があります。定員数が限られる場合もありますのでご確認ください。

南但馬自然学校
第3回親子で自然学校
12月16日(土)10：00
〜17日(日)13：00
参加費2,800円(食事代、
宿泊料、リネン料、保険料、
活動材料費)、餅つき会、自
然物クラフト等
※募集期間
11/16〜12/6

（定員になり次第締切）

第4回親子で自然学校
2月3日(土)10：00
〜4日(日)13：00
参加費3,400円(食事代、
宿泊料、リネン料、保険料、
活動材料費)、燻製づくり、
朝来山トレッキング等
※募集期間1/4〜24

（定員になり次第締切）

第26回円山川公苑カップ
兵庫Jr.アイスホッケー大会
12月2日(土)
シロクマスケート教室

（シーズン会員）
12月3日(日)・9日(土)・2３
日(土・祝)・29日(金)、1月6
日(土)・14日(日)・28日(日)、
2月4日(日)・18日(日)・25
日(日)
16:00～17:00 計12回
就学前１年以内の幼児～
小・中学生35名
受講料6,000円(利用料込)

ペンギンスケート教室
1期：12月16日(土)・17日(日)
2期：1月４日(木)・５日(金)
3期：1月20日(土)・21日(日)
4期：2月10日(土)・11日(日・祝)
10:45～12:00
就学前１年以内の幼児～
小・中学生各期15名
各期2,500円
(滑走料・貸靴料込)

1Dayスケート教室
1期：12月29日(金)
2期：1月7日(日)
3期：2月18日(日)
10:45～12:00
各期大人2,000円、小人 
1,500円(利用料・貸靴料込) 
レディースデイイベント
12月8日(金)・22日(金)、
1月12日(金)・26日(金)、
2月9日(金)・23日(金)、
3月9日(金)　
高校生以上の女性は
滑走料無料

クリスマスイベント
12月２4日(日)

親子でつくる しめ縄飾り
12月26日(火) 
13:30～15:30
受講料1,500円
(材料代含む）
小学生と保護者１０組

（問）県立円山川公苑
（豊岡市小島1163）
TEL.0796-28-3085

円山川公苑

木の殿堂

柤
けびおか

岡の仲間たちの作品展
11月5日(日)
〜3月31日(土)
ひな人形組み木教室
12月9日(土)中上級者
12月10日(日)初心者
13:00〜16:00
1,100円／14組
スノーシューで歩こう
入門編 1月21日(日)
10:00〜12:00※要予約
チャレンジ編 2月４日(日)
10:00〜15:00※要予約
参加料500円
／定員各20名

（問）木の殿堂
（香美町村岡区和池951）
TEL.0796-96-1388

アート2018干支展
12月9日(土)〜1月14日(日)

（問）あさご芸術の森美術館
（朝来市多々良木739-3）
10：00〜17：00

（入館は閉館30分前まで）
大人500円 
大・高校生300円
中・小学生200円
休館日：水曜・祝日の翌日
年末年始(12/25〜1/5)
TEL.079-670-4111

あさご芸術の森美術館

第52回但馬歴史講演会
12月10日(日)13：30〜

（問）但馬文教府
（豊岡市妙楽寺41-1）
TEL.0796-22-4407

但馬文教府

養父市立全天候運動場
年忘れグランド・ゴルフ
大会（個人戦）
12月6日(水)
受付:8:40〜
参加費:1人500円
第23回いきいきドーム
カップフットサル大会
2月24日(土)・25日(日)
受付:８:２0〜
参加費:1チーム5,000円

（問）養父市立全天候運動場
（養父市八鹿町国木697-1）
TEL.079-663-2021

第15回NOMOカップ
12月2日(土)〜3日(日)
(問)NOMOベースボール
クラブ事務局
TEL.0796-32-3532
第11回但馬ドーム杯
中播学童軟式野球大会
12月9日(土)〜10日(日)
(問)大会事務局 山田
TEL.0796-42-0292
第24回但馬ドーム杯
グラウンド・ゴルフ交流
大会決勝・B決勝
12月14日(木)〜15日(金)
第5回NOMO 
KURIYAMA ALL 
STAR GAME
1月8日(月・祝)
(問)NOMOベースボール
クラブ事務局
TEL.0796-32-3532
第19回但馬ドーム
地域対抗少年野球
選手権大会
1月27日(土)〜28日(日)
(問)同実行委員会
soundwave@lily.ocn.ne.jp
第19回但馬ドーム杯
シニア野球大会
2月17日(土)〜18日(日)
第9回但馬ドームCUP
グラウンド・ゴルフ大会
3月10日(土) 参加費必要

（問）全但バス但馬ドーム
（豊岡市日高町名色88-50）
TEL.0796-45-1900

全但バス但馬ドーム
ちょっと早めのクリスマス
12月10日（日）10:00
参加料500円／親子／
定員50名※保護者同伴
(小人にはプレゼント有)
※申込期限12/3
X'masケーキづくり
12月23日（土・祝）10:00
1,500円（1ホール）
／定員30ホール
※申込期限12/16
但馬牛でローストビーフ
を作ろう！
12月24日（日）10:00
参加料5,000円／一般
／定員10組
※申込期限12/9
小学生向けスキー教室
第1回:1月6日(土)
※要予約・申込期限12/30
第2回:1月13日(土)
※要予約・申込期限1/6
第3回:1月20日(土)
※要予約・申込期限1/13
第4回:1月27日(土)
※要予約・申込期限1/20
第5回:2月3日(土)
※要予約・申込期限1/27
第6回:2月10日(土)
※要予約・申込期限2/3
第7回:2月17日(土)
※要予約・申込期限2/10
10:00〜 参加費1,000円
スキー等レンタル料・
リフト代は別途
ぜんざいのふるまい
1月6日(土) 10:30〜
無料／当日先着100名
第２3回雪上運動会
1月14日（日）10：00～
参加費1人につき100円
定員200名／小学生対象
※要予約・申込期限1/7
レザークラフト体験
1月20日(土)13:30〜
3月11日(日)10:30〜
参加費1人につき500円
(予定）定員各20名
※要予約・申込期限は
各1週間前

但馬牧場公園
第２3回雪像コンテスト
1月28日（日） 9：30～
積雪状態を見て詳細は
後日発表
牧場公園雪まつり
2月4日（日） 9:30〜
雪玉ストラックアウトゲーム
※無料／小学生以下定員50名
レザークラフト体験
※5００円(予定）
／定員20名
但馬ビーフ焼肉の試食
※200円／先着150名
整理券配布１０：４５～
小学生以下対象ゲーム
※100円／先着100名
受付１２：３０～
餅まき １4：00～
※無料／中学生以上多数

本格ソーセージづくり教室
2月18日(日) 10:00〜
定員8組20名
参加費1,000円／1ｍ
※要予約・申込期限2/11
焼きちくわ体験　　
3月4日(日) 10:00〜
大人・小人300円
／定員30名
※要予約・申込期限2/25
みそ仕込み体験
3月18日(日) 13:30〜
1組500円／定員20組
※要予約・申込期限3/11

（問）県立但馬牧場公園
（新温泉町丹土1033）
TEL.0796-92-2641

兎和野高原野外教育センター
ひとあし早いクリスマス
12月2日（土）～
13:30～受付
大人6,000円、
子ども5,000円
はじめてのスキー教室
1月13日(土)受付9:30～
小学生対象 1,000円
挑戦！クロスカントリースキー
3月3日(土)受付10:00～
500円
スノーシューで歩こう
3月4日(日)受付10:00～ 
500円

（問）兎和野高原野外教育センター
（香美町村岡区宿791-1）
TEL.0796-94-0211

但馬長寿の郷
味噌づくり体験 
2月上旬 参加費有料

（問）県立但馬長寿の郷
（養父市八鹿町国木594-10）
TEL.079-662-8456

ガイドウォーク
12月2日(土)・16日(土)
1月6日(土)・20日(土)
2月3日（土）・17日（土）
3月3日（土）・17日（土）・
31日（土）
13:45〜14:45

（問）県立コウノトリの郷公園
（豊岡市祥雲寺128）
TEL.0796-23-5666

コウノトリの郷公園

第5回親子で自然学校
3月17日(土)10：00
〜18日(日)13：00
参加費3,200円(食事代、
宿泊料、リネン料、保険料、
活動材料費)、「里山づくり
イベント」に参加等
※募集期間2/19〜3/7

（定員になり次第締切）

朝来山里山づくりイベント
3月17日(土) 参加費250円
(豚汁代、保険料)
竹炭づくり、
きのこ菌の植え付け

（問）県立南但馬自然学校
（朝来市山東町迫間189）
TEL.079-676-4731
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つ
も「
裏
路
地
探
険
」
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ず
い

ぶ
ん
前
に
竹
田
城
跡
か
ら
の
雲
海

を
見
ま
し
た
。
涼
し
く
な
っ
た
ら
今

の
竹
田
城
跡
を
見
に
寄
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

大
阪
府
堺
市　

Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

Ｖ
の
ブ
ラ
タ
モ
リ
好
き
な
ん

で
す
。
Ｔ
２
の
裏
路
地
探
険

を
い
つ
も
楽
し
く
読
ま
せ
て
頂
い
て

い
ま
す
。
タ
モ
さ
ん
但
馬
に
も
来
て

く
れ
な
い
か
な
ぁ
〜
。

豊
岡
市　

Ｙ
・
Ｎ
さ
ん

年
と
今
年
の
２
年
続
け
て
、

養
父
市
の
ホ
タ
ル
を
子
ど
も

た
ち
と
見
に
行
き
ま
し
た
。
昨
年

は
旬
を
過
ぎ
て
ホ
タ
ル
が
少
な
か
っ

た
で
す
が
、
今
年
は
び
っ
く
り
す
る

く
ら
い
の
ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
記
事
と
し
て
来
年

の
た
め
に
情
報
発
信
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。姫

路
市　

Ｄ
・
Ｙ
さ
ん

50名様

但馬検定ミニクイズ！！
挑戦しよう！腕だめし♪

問題：『裏路地探険』で紹介した養蚕業の先駆者・上垣守国。
養蚕の技術書として愛読された守国著作の本の名前は？

ハガキに上記クイズの答え、郵便番号、住所、名前、フリガ
ナ、電話番号、生年月日、性別、ご感想をご記入の上、左記
の「T2 編集部」宛までお送りください。 
＊締切は2018 年1月31日（水）必着  
当選者の発表は商品引換券の発送をもってかえさせていただきます。どしどしご応募ください。

クイズに正解された方の中から、抽選で50 名様に「但馬ファンクラブ会
員権（1年）」と、下記の賞品をプレゼントします。但馬ファンクラブ会員
になると、但馬内の200以上の施設で割引等の特典が受けられます。
みなさん奮ってご応募ください。（※すでに会員の方は、ご家族の方の
名前で会員登録させていただきます。但し、個人の氏名・住所等の情報
は当協会で管理し、他の目的で使用することはありません。）

馬
の
隠
れ
た
逸
品
を
毎
回
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
但
馬

の
豊
か
な
自
然
の
中
だ
か
ら
こ
そ

作
れ
る
様
々
な
食
品
、職
人
さ
ん
の

こ
だ
わ
り
を
知
る
事
が
で
き
、外
出

の
際
の
楽
し
み
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
の「
り
ゅ
う
製
麺
所
」さ

ん
の
商
品
も
食
材
へ
の
想
い
が
素
晴

ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
生
地
に
練
り

込
む
野
菜
か
ら
有
機
の
も
の
を
使

用
し
た
り
、地
元
で
採
れ
た
食
物
な

ら
で
は
の
美
味
し
さ
を
追
求
さ
れ

る
姿
勢
、本
当
に
但
馬
を
愛
し
て
お

ら
れ
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
ぜ

ひ
子
ど
も
に
も
食
べ
さ
せ
た
い
食

品
だ
と
思
い
ま
す
。
丁
寧
な
取
材

と
記
事
、こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

養
父
市　

Ｈ
・
Ｋ
さ
ん

泉
城
な
ん
て
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
今
度
ち
ょ
い
と
寄
っ
て

み
よ
〜
か
な
〜
。
湯
村
温
泉
が
見

え
る
の
か
な
ー
？

鳥
取
県
鳥
取
市　

Ｍ
・
Ｉ
さ
ん

た
ち
夫
婦
は
大
阪
か
ら
Ｉ

タ
ー
ン
で
但
馬
で
暮
ら
し
10

年
が
経
ち
ま
し
た
。
娘
も
小
学
校

６
年
生
で
す
。
但
馬
に
は
た
く
さ
ん

の
自
然
の
恵
み
が
あ
り
、何
か
但
馬

の
素
材
で
地
域
を
も
っ
と
も
っ
と
元

気
に
し
て
い
け
れ
ば
と
い
う
思
い
が

あ
り
ま
す
。
１
０
３
号
は
良
い
刺
激

を
頂
き
ま
し
た
。
保
存
版
で
す
。

新
温
泉
町　

Ｍ
・
Ｙ
さ
ん

ょ
う
ど
気
に
な
っ
て
い
る
も

の
の
特
集
で
よ
か
っ
た
で
す
。

但
馬
の
印
象
が
変
わ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

豊
岡
市　

Ａ
・
Ｍ
さ
ん

生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
元

気
な
森
づ
く
り
興
味
深
く

読
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。「
兵
庫
モ

デ
ル
」の
発
電
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
に
、ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て

い
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

朝
来
市　

Ｊ
・
Ｎ
さ
ん

日
神
戸
か
ら
豊
岡
へ
転
勤
さ

れ
て
き
た
方
が
言
わ
れ
る
に

は
、但
馬
の
方
言
は「
だ
し
け
〜
に
」

と
か「
よ
う
き
ん
さ
っ
た
」と
か
、初

め
て
聞
く
言
葉
が
多
く
、と
て
も
新

鮮
に
感
じ
る
と
の
こ
と
で
す
。こ
れ

を
聞
い
て
兵
庫
県
の
広
さ
と
多
様

性
を
改
め
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

豊
岡
市　

Ｔ
・
Ｍ
さ
ん

年
も
但
馬
検
定
を
受
け
ま

す
。
１
級
を
５
回
目
に
な
り

ま
す
。
受
験
す
る
度
に
但
馬
の
事

が
好
き
に
な
り
、足
を
運
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、何
度
も
落
ち
組
の
知
り

合
い
も
で
き
ま
し
た
。
今
年
こ
そ
！

豊
岡
市　

Ｒ
・
Ｏ
さ
ん

川
温
泉
へ
の
途
中
、ミ
ツ
マ
タ

の
群
生
が
い
た
る
と
こ
ろ
に

見
ら
れ
驚
き
ま
し
た
。
心
が
落
ち
つ

く
よ
う
な
環
境
が
但
馬
の
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

京
都
府
与
謝
野
町　

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん

先今黒

私ち再

いＴ昨

但温

読 者
場の
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